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ゲノム解析で明らかになった感染の病態
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ヘリコバクターピロリ(ピロリ菌)は1982

年にMarshallとWarrenにより発見さ

れ、二人の発見者は昨年ノーベル医学

生理学賞を受賞しました。ピロリ菌の発

見は消化器病学に大きな変革をもたら

しました。これまで、加齢現象と考えら

れてきた慢性胃炎がピロリ菌感染症で

あることが明らかにされたのです。また、

これまで長年再発防止に苦慮してきた

胃・十二指腸潰瘍が同じくピロリ菌感

染症であり、さらに、多くの日本人を死に

至らしめてきた胃癌もピロリ菌感染症で

あることが証明されてきたのです。ピロ

リ菌のゲノムには本来ピロリ菌のもので

はない、外来性の遺伝子群が存在して

います。これは病原性大腸菌などのグラ

ム陰性菌に共通した現象であり、これら

の細菌では外来性遺伝子群を持つこと

で病原性を発揮することが認められ、こ

の遺伝子群を病原遺伝子群と呼んでい

ます。私たちはこの病原遺伝子群を解

析し、日本を中心とした胃癌の多い東ア

ジアに特徴的な遺伝子多型を認めたの

で、胃癌と関連するピロリ菌のゲノムに

ついて紹介します。

胃癌が感染症であるのであれば、胃癌

は予防することが可能な癌であり、今後、

ピロリ菌感染対策が胃癌予防に重要

であります。

耳垢のタイプを決定する遺伝子の発見
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人間の耳垢には乾型と湿型の二つの

タイプがあります。日本人では70～80

パーセントの人が乾型ですが、ヨーロ

ッパ系、アフリカ系の人ではほとんど

の人が湿型であることがわかっていま

す。また、人類以外のほ乳類の耳垢型

はすべて湿型であることから最古の人

類の耳垢型は湿型で、その子孫があ

る時点で突然変異を起こして乾型が

生まれ、その人たちがアジアを中心に

広がっていったと考えられています。

最近この耳垢型を決定する遺伝子が

発見されました。それはABCC11とい

う遺伝子で、この遺伝子のある一つの

塩基GがAに変化してしまっている事に

よって耳垢型が変化します。つまりこ

の塩基の組み合わせがGとG、または

GとAであれば湿型の耳垢となり、Aと

Aであれば乾型の耳垢となります。

このABCC11遺伝子は様々な物質を

細胞の内から外へ排出する機能を持

っていることが知られています。耳垢

型を変化させる一塩基変異がこの遺

伝子の機能にどのような影響を及ぼす

のかがわかれば乾型、湿型の耳垢型

によってその人がどのような体質であ

るのかがわかってくるかもしれません。


